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記事の要約

全国の食品関連事業者により、食べ残しや売れ残

りなどで大量の食品が捨てられている。食品リサイ

クル法の施行によって、堆肥を中心にリサイクルが

進んではいるものの、需要は伸び悩み、新たな用

途開発が求められている現状である。

廃棄物を再資源化し利用することは、資源小国で

ある日本が今後も成長を続けるために不可欠とい

えるだろう。



被害の現状

排出量約１９７２万トン（平成１５年度）

→一人あたり１５０キロ以上／年

資源の無駄使い

→循環型社会構築の障壁

最終処分場の問題



廃棄量抑制の方法（実施率）

ココに着目！

出典：食品関連事業者のための食品リサイクル法

http://www.shokusan.or.jp/kankyo/shoku/contents/04/04_a.html
http://www.shokusan.or.jp/kankyo/shoku/contents/04/04_b.html
http://www.shokusan.or.jp/kankyo/shoku/contents/04/04_c.html


現在の対策

農林水産省＜食品リサイクル法＞（平成１３年施行）

内容：食品廃棄物の発生抑制と再生利用の
ために、食品関連事業者などが取り組むべ
き事項を規定

目標：再生利用等の実施率を平成１８年度ま
でに２０％に向上させること

実施率約５９％を達成→現在…
（平成１７年度）



実施率の推移

出典：農林水産統計



問題点
実施率約５９％のうち、リサイクルの占める割合は約５２％

→食品リサイクル法が定めた目標と比較すると高い値

しかし

堆肥化された資源は需要が低い

環境活動へ貢献できて、
且つ有効な用途開発の必要性アリ



既存の再生利用手段の例

堆肥化

→リサイクルの中心だが、需要が小さい

飼料化

→ 再生利用法として堆肥に代わり期待されて

いるが、安全性・安定性に欠ける

バイオ発電

→注目されつつあるが欠点も多く普及が難航



私たちの考え

バイオマスプラスチック

現在メインの原材料はトウモロコシやサトウキビ等

食品廃棄物



バイオプラを進めるメリット
① 地球温暖化の防止

→カーボンニュートラルな資源なので、温室効果ガス排出を抑制

② 石油資源の利用抑制
→石油資源ではなく、土壌還元されるバイオマス資源が原料

③ 環境意識の向上
→利用者の環境への貢献を活性化

④ 燃焼温度が低く、焼却炉を傷めない
→塩素を含有しない為、ダイオキシン発生なし



再利用方法

食品廃棄物の分別ルートを確立

→デンプンを含む食品廃棄物を利用

食品メーカー、食品小売業で実施

→外食産業に比べ分別が容易

敏 感 神



バイオプラ普及の展望

認知度UP

生産増加

企業のCSR活動

広報活動 付加価値の創造

コストダウン



結論

食品廃棄物を有効利用

↓

食品廃棄物からバイオプラ製造

↓

バイオプラの普及によって

食品資源循環型社会の構築



政府の行っている対策

農林水産省による

『バイオマス生活創造構想事業』

“バイオマス・ニッポン総合戦略”
（平成14年12月に閣議決定）

・・・ 平成16～18年に渡り、計画的に国内にバ

イオマスプラスチックを浸透させ、生活を取り
巻くさまざまな製品への利用を図る計画
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